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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■続いて、プランの推進に係る行程についてです。
2025年は、ご覧の表の赤枠で示した部分に力を入れて推進していきます。
周知啓発、実態把握、取組奨励につきましては、
１、昨年度実施した「教振標語コンテスト」において寄せられた作品を活用させていただき、新たな周知活動を展開していく予定です。
２、生涯学習センター及び各教育事務所による研修会では、それぞれの地域の課題解決のヒントとなるような研修会を企画運営して参ります。
３、県の包括連携協定の仕組みを活用した取組です。
　　本日はこのあと、３社から体験活動に係る事例や取組をご紹介いただきます。各企業や団体が持っているプログラムや人材を、教育振興運動の取組に活かしていただきたいと考えています。
４、実践区や市町村が企業と連携した取組を行う際に、県やボランティア団体に登録している人材を活用するなど、５者の連携、またはそれを超えて連携や協働により、全ての主体がそれぞれの課題解決に向かう活動の実現も考えられます。
５、好事例の収集と紹介、実践の共有化については、先ほども紹介しましたが、各実践区における好事例を収集し、事例集としてまとめ周知していく計画です。今年度は「家庭学習の充実」「体験活動の充実」に資する取組について実践を共有したいと考えておりますので、
御協力の程、よろしくお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・本県の社会教育施設だが、盛岡駅西口にある県の複合施設である「いわて県民情報交流センター（通称：アイーナ）」の３階・４階に県立図書館が入っている。年間35万人程度が利用している。
・県立博物館は盛岡市の北のはずれにある。開館から45年が経過しているため、施設がかなり老朽化してきている。
・県立美術館は、盛岡に中央公園という大きな公園があるが、その中にある。開館は2001年と比較的新しく、 萬鐵五郎 、 松本竣介 、 舟越保武 といった 岩手県 にゆかりのある作家の常設展示を中心に、様々な企画展等を開催している。　
・再三でてきている生涯学習推進センターは、花巻にある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・青少年教育施設だが、県立では、３つの青少年の家と野外活動センター１つがある。　
・沿岸部の山田町にある陸中海岸青少年の家、県南部の金ケ崎町にある県南青少年の家、県北部の二戸市にある県北青少年の家がある。
・陸中では海を利用したり、県南では近くにある沢を利用したり、県北ではプラネタリウムやスケート場があるなど、それぞれ特徴を生かしたプログラムが行われている。
・陸前高田市には野外活動センターがあるが、平成23年の東日本大震災津波で被災し全壊となったが、国の災害復旧事業を活用して高台に移転のうえ、令和３年に新たに開所した。補助率は10/10ですべて国が負担。
・同じように震災で被災した公民館や博物館等の社会教育施設も国の予算で復旧することができている。
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